
　
「
自
分
は
大
丈
夫
」「
時
間
が
な
い
か
ら
症
状
が
出
た
ら
受
診
す
る
」
な
ど
の
理
由
か
ら
検
診
を
受
け
ず
に
い
る

と
、
が
ん
は
ど
ん
ど
ん
進
行
し
ま
す
。
進
行
し
た
が
ん
の
治
療
は
期
間
も
長
く
、
金
銭
的
に
も
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
90
％
以
上
が
治
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
検
診
を
受

け
て
が
ん
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
健
康
を
確
認
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で
ど
お
り
家
族
と
の
生

活
も
大
切
に
で
き
ま
す
。
２
年
に
１
回
、
必
ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課　
田
中　
☎
（
23
）
０
０
２
４

子
宮
頸け

い

が
ん
と
は

　

子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
の
入
口

（
子
宮
頸
部
）
に
で
き
る
が
ん
で

す
。
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
は
、
一

度
で
も
性
交
渉
の
経
験
が
あ
れ
ば

感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

生
涯
に
一
度
は
感
染
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
一
般
的
な
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
感
染
は

一
時
的
で
、
ウ
イ
ル
ス
は
自
然
に

消
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
れ
に
感
染
が
長
く
続
き
、
が
ん

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
、
20
代
後
半
か
ら
40
代
に

か
け
て
発
症
率
が
増
加
傾
向
で
す
。

早
期
の
う
ち
は
症
状
が
な
く
、
進

行
す
る
に
つ
れ
て
不
正
出
血
や
お

り
も
の
の
変
化
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

予
防
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
検
診

が
有
効
で
す
。

乳
が
ん
と
は

　

乳
が
ん
は
、
日
本
人
女
性
の
９

人
に
１
人
が
な
る
と
言
わ
れ
て
い

す
。
女
性
が
か
か
る
が
ん
の
中
で

最
も
多
く
、
30
代
後
半
か
ら
増
え

始
め
ま
す
。
30
～
64
歳
の
女
性
で

は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
原
因
の
第

１
位
で
す
。

　

早
期
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
な

い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
自
分
で

気
付
く
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
の

あ
る
数
少
な
い
が
ん
で
す
。

乳
房
を
意
識
し
た
生
活

（
ブ
レ
ス
ト・ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
）

　

早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

乳
房
の
状
態
を
意
識
す
る
生
活
習

慣
を
心
が
け
、入
浴
や
着
替
え
の

時
に
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①�

自
分
の
乳
房
の
状
態
、
月
経
周

期
に
よ
る
変
化
を
知
る
。

②
乳
房
の
変
化
に
気
を
付
け
る
。

③�

変
化
に
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
医

師
（
乳
腺
科
）
へ
相
談
す
る
。

④�

40
歳
に
な
っ
た
ら
、
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
２
年
に
１
回
検
診

を
受
け
る
。

▼
見
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

　

鏡
の
前
に
立
ち
、
両
腕
を
高
く

上
げ
た
後
、
両
腕
を
ま
っ
す
ぐ
下

ろ
し
た
り
、
腰
に
当
て
た
り
し
ま

す
。
そ
の
時
、
く
ぼ
み
や
引
き
つ

れ
、
た
だ
れ
の
有
無
を
確
認
し
ま

す
。

▼
触
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

　

あ
お
む
け
に
寝
た
姿
勢
や
、
せ

っ
け
ん
の
付
い
た
手
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
時
、
乳
房
や
脇
の

下
の
し
こ
り
、
乳
首
か
ら
の
分
泌

物
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。

①�

３
～
４
本
の
指
で
「
の
」
の
字

を
描
く
よ
う
に
、
乳
房
全
体
を

ゆ
っ
く
り
触
る
。

②�

乳
が
ん
が
多
い
乳
房
外
側
上
部

に
注
意
す
る
。

③
脇
の
下
ま
で
広
く
確
認
す
る
。

④�
乳
首
を
つ
ま
ん
で
分
泌
物
が
な

い
か
確
認
す
る
。

を
受
け
ま
し
ょ
う

自
分
の
た
め
に
、
家
族
の
た
め
に

婦
人
科
検
診

婦
人
科
検
診

［
出
典
］（
グ
ラ
フ
１
、２
）

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん

情
報
サ
ー
ビ
ス
「
が
ん
統
計
」

（
全
国
が
ん
登
録
）
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婦人科検診について婦人科検診について
受診券の送付について
　［対象者］
　▶令和６年度に市の婦人科検診を受診した人
　▶令和８年３月31日時点で20、25、30、35、45、50、55、60、65、70歳の人
　▶健康推進課に令和８年度婦人科検診の受診希望の連絡をした人
　※令和７年度に婦人科検診を受診された人は対象外です。

無料クーポン券の送付について
　［令和８年度対象者］
　▶子宮頸がん＝平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれ（20歳）
　▶乳がん＝昭和60年４月２日～昭和61年４月１日生まれ（40歳）

受診券が届いていない人で受診を希望する場合は、申請フォームでの申し込み、もしくは健康推進課
（☎㉓0024）まで問い合わせください。

検診会場　※「子」＝子宮頸がん、「乳」＝乳がん（マンモグラフィ検査）、「骨」＝骨粗しょう症
検診の詳しい日程、場所、検査項目は、市ホームページまたは受診券の同封文書をご覧ください。

＊�骨粗しょう症検診の対象年の人（令和８年３月31日時点で 40、45、50、55、60、65、70歳の人）は、1,300円で受
診可能です。それ以外の人は、2,750円です。

女性の総合がん検診と特定健診の同時受診可能日について
婦人科集団検診では、がん検診や特定健診を同日で受診できる日程があります。完全予約制で、全ての検診を約
１時間で受診することができます。希望される人は早めの予約がお勧めです。

婦人科検診内容

実施機関 会場 子 乳 骨 受診可能日 予約方法 実施期間 オプション検査料金
聖隷予防検診
センター

（集団検診）

公民館、さざんか、
相良保健センター
など（託児日程あり）

○ ○ ○
受診券の
同封文書を
参照

インターネット、
ハガキ

８月～
11月

▶�乳房エコー検査（3,850円）
▶骨粗しょう症検査（＊）

榛原総合病院
（個別検診）

榛原総合病院 南館
６階 健診センター

（細江2887番地１）
○ ○ ×

病院に問い
合わせ

（一部土曜日
も受診可能）

榛原総合病院
健診センターへ
電話（☎㉒9309）

12月19日
土まで

▶HPV検査（4,400円）
▶�乳房エコー検査（5,500円）
▶�骨粗しょう症検査（4,840

円）
あかほり
クリニック

（個別検診）
あかほりクリニック

（片浜873番地２） ○ × ×
月～土曜日

（木・土は
午前のみ）

診療時間内に
直接来院

12月26日
土まで なし

※１　�乳房エコー検査は、オプションのため自己負担になります。対象は、令和８年３月31日時点で30～39歳の人や、
40歳以上で前年度マンモグラフィ検査を受診した人、今年度マンモグラフィ検査と併用受診する人です。令
和８年３月31日時点で40歳の人は乳がん検診、20歳の人は子宮頸がん検診がそれぞれ無料で受診可能です。

　　　自己負担額は、実施機関によって異なります。詳しくは、受診券の同封文書をご確認ください。
※２　40、45、50、55、60、65、70歳の人は1,300円で受診可能です。それ以外の人は2,750円になります。

検診名 対象年齢（令和８年３月31日時点） 自己負担金
乳がん検診（マンモグラフィ検査） 40歳以上で前年度未受診の人 2,000円（※１）
子宮頸がん検診（細胞部・内診） 20歳以上で前年度未受診の人 1,900円（※１）
骨粗しょう症検診（レントゲン検査） 40歳以上 1,300円（※２）

◀
申
請

　
フ
ォ
ー
ム

今年は母娘で一緒に
検診に行ってみるのも

ありかも？

▶�「子宮頸がん検診」は、医師
が専用のブラシを用いて、子
宮頸部の細胞をこすって採取
し、顕微鏡で調べる方法です。

▶�「乳がん検診（マンモグラ
フィ検査）」は、左右の乳
房を片方ずつ挟み、圧迫し
て撮影します。

2026.07 MAKINOHARA 67 MAKINOHARA 2026.07


